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E。転記テキスト（完成）
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特にこの手の膜子は弱いのよ ﾎ．ん
でも基本的に小さいものは
図2：書き起こし作業の流れ
　最後に，修正後の時間情報を利用しながら問発
話単位の発話音声を順々に聴き，発話内容を1っず
つ書き起こしていく（図2E）．
　以上の手続きをふむことで転記テキストが完成
する．テープを聴きながら書き起こしをするより
も時間情報などを非常に正確に記述できるうえ，任
意の発話箇所を自在に聴くことができるため，効率
よく転記作業をすることが可能となるのである．
4　おわりに
活動に関して，とくに対話の収録と書き起こし作業
に焦点をあて紹介をした，質・量ともに充実した
対話データを構築することが重要な課題とされて
いる現在においては，構築した対話データだけでな
く，データ構築の過程で得られた知見やツールなど
をも含めて公開することが望まれる．本研究室で
の活動は始まったばかりであり，今後よりよい対話
データを作成するための基準や環境の整備を行う
必要があるが，これらの作業過程で得られたデータ
やツールに関しては，随時公開していくことを検討
している．
以上，本研究室で行っている対話データの構築3．醐元子他（・994）．k図課三一・・ス（欄報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告），人工知能学会研究会SIG－SLUD・・9402。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25－30．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4。中里収他（1994）．協調作業における対話データ
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表1：カmり一ゲーム対話の転記テキスト（一部）
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（1列目は発話の番号．2列目は発話の開始／終了時刻．3列目は話者IDと実際の発話の内容．また発話内の記一号
“［”は，そこで両者の発話が時間的に重複していることを示す．資料の前半12行が課題の開始部分の対話，後単は
お互いの用紙のお菓子の確認をおえてカロリーの高そうなお菓子を選びはじめた部分である．）
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